
　慶佐次湾のヒルギは、果実が親木につい
たまま種子が発芽・成長し、棒状の苗に育っ
てから落下します。この仕組みを人間の出
産になぞらえて「胎生発芽」と呼びます。
　ヒルギが育つ海水と淡水が混ざり合う
汽水域の泥地は、潮の干満や酸素不足など
植物にとって過酷な環境です。胎生発芽に
より苗の状態まで育ってから落下すること
で、素早く根を張ることができます。この
ようなヒルギ類などの植物群落は「マング
ローブ」と呼ばれています。
　約10haにおよぶ慶佐次湾のヒルギ林
は、沖縄本島最大規模として国の天然記念
物に指定されています。その周辺に整備さ
れた「東村ふれあいヒルギ公園」では、全長
335mの遊歩道からヒルギ林の間を散策
し、間近で観察することができ、カヌーツ
アーも人気を集めています。

なかゆくい

出題：東村慶佐次湾のヒルギ林に生息するヒルギの種子は
 どのように発芽するでしょうか？

地面に落下した後に発芽
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親木についたまま発芽2正解は です！

1 親木についたまま発芽2 水面を浮遊しながら発芽3

うちな～んQ
今日から使える
沖縄雑学クイズ

沖縄総合事務局人事課採用担当の新城です。
当局では、女性職員に限らず、男性職員が育児休業を取得
するケースも増えております。
育児休業を取得する職員の代替要員として、任期付職員
を募集しておりますので、意欲のある方、興味がある方
は、ぜひ当局HPの採用情報をご覧ください！！

運輸部陸上交通課の義間です。私は、トラックを用い

た運送事業に対する許認可業務を担当しています。

幼い頃から車が好きだったこともあり、現在、車両を

活用した事業に携わる仕事ができていることに、大き

なやりがいを感じています。

また、事業者や他の行政機関とやり取りする機会が多

く、さまざまな法令や専門用語に触れることで、日々

知識を深めながら業務に取り組める点にも魅力を感じています。

さらに、運輸部ではトラック運送事業だけでなく、バスやタクシー、

船舶を用いた事業にも携わる機会があります。今後はこうした幅広い分

野の業務にも挑戦し、経験を積んでいけることを楽しみにしています。

運輸部若手職員での「Good Vibes Trip」の様子
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おしごと紹介
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八重山ミンサー

糸芭蕉から糸が取れるまで3年も
かかり、一反仕上げるのに必要な
糸芭蕉の数は約200本にもなりま
す。このように、糸芭蕉の栽培か
ら織物の完成まで、一貫して手作
業で製作されていることが喜如嘉
の芭蕉布の大きな特徴です。

きじょかのばしょうふ

喜如嘉の芭蕉布
よなぐにおり

与那国織

起源は13世紀頃、糸芭蕉の
原皮から取れる糸を手で績
み、絣糸は手くくりし、琉球
藍、相思樹（そうしじゅ）等
の植物染料で染め、織り上
げます。沖縄固有の織物で、
軽くてさらりとした風合い
をもち、肌にべとつかない
ので、古くから人々に愛さ
れています。

起源は定かではありません
が、15世紀末の記録が残って
います。与那国花織、与那国
ドゥタティ（平織）、与那国カガン
ヌブー（細帯）、与那国シダディ
（手巾）の4種の織物があり
ます。原料は絹糸、綿糸、麻
糸などで、染料は地元の植物
染料を用いています。

綿糸をインド藍、琉球藍、フク
ギ、クール（紅露）等の植物染
料で染めた絣織物で、たてう
ね織の一種です。主に南国的
な明るさを持つ帯で、ネクタ
イや袋物を生産しています。
ミンサーの模様は5つと4つ
の組み合わせが交互に織ら
れ「いつ（五つ）の世（四つ）ま
でも末永く」という願いが込
められています。

八重山ミンサーの起源はアフガニ
スタンの小さな絣の帯と言われて
おり、チベット、中国を経て伝来し
たと言われております。なお、沖
縄本島で製織されている首里ミン
サー、読谷山ミンサーは南方の紋
織りの流れといわれています。

原材料から地元産シダディ（手巾）は旅の安全と健
康を祈る「守神」として織られて
いましたが、人頭税以降は、思い
を託す「思いのシダディ」として織
られるようになったと伝えられ
ています。またカガンヌブー（細
帯）は、女性から男性への愛の告
白として送られ「夫婦絣」という
意味があったそうです。

心を込め織られる織物

シルクロードを通して
伝わった？
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八重山上布

起源は未詳ですが、記録の上
では17世紀初めの薩摩への
貢納布（こうのうふ）として知
られています。苧麻（ちょま）
を原料として絣は手くくり又
は、すり込み捺染（なっせん）
で、染料は琉球藍や、クール
（紅露）等の植物染料を用い
ています。

大正天皇即位を奉祝して、十文字柄
と亀の甲柄を各一反ずつ織り上
げ、天皇・皇后両陛下に献上されま
した。八重山上布は、苧麻（ちょま）
の繊維を原料に織られた白上布で、
風通しがよく、夏の衣服としては最
適です。

大正天皇皇后両陛下への
献上品

★

その3沖縄の伝統的工芸品
Okinawa’s Traditional Crafts
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